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1.問 題 の 提 起

 1884年,G・ ナハ テ ィガ ル(Nachtiga1)を 派 遣 して トー ゴ南 部 に 植 民地 支 配 を 確 立

した ドィ ッ政府 は,1988年 ～98年,軍 隊 を 内陸 地 方 へ 進 め,北 部 諸 族 の 平定 作 戦 を開

始 した。 ま ず,最 も強力 な イ ス ラム 王 国 を樹 立 して い た コ トコ リ族 の 王(ウ ロ=エ ソ),

デ ィア ボ ・ブカ リ(Dyabo, Bukari)と 保護 条 約 を結 び,次 に,ガ ー ナ北 部,イ エ ンデ

ィ(Yendi)に 首 邑 を置 き,ト ー ゴ北 部 に も勢 力 を拡 大 して い た ダ ゴ ンバ王 国を 掃 討,

さ らに オ チ川(Oti)流 域,サ ンサ ネ ・マ ンゴ(Sansane Mango)の 居 留 地 か ら周辺 地

方 に遠 征 し,し き りに 奴 隷狩 りを 行 な って い た チ ョコ シ族(Chokosi)を 征 服, トー

ゴ 北部 を ほぽ手 中 に収 めた 。

 しか し,辺 境 に 住 み首 長 を 持 た な い 北 部諸 族 等 の平 定 作戦 に着 手 した時,思 わ ぬ抵

抗 に遭 遇 した。1897年5月 に バ ナパ ル パ(Banaparupa)市 場 に お け る ドイ ツ軍 の発

砲 事件 を 引 き金 に起 こ った コ ン コ ンバ(Konkomba>族 の約 一 年 間 に及 ぶ 反 乱 と呼 ば

れ た反 植 民 地 闘 争,1897年 ～98年 に わ た る ア タ コ ラ山地 へ 侵 入 した フ ォ ン ・マ ッソ

(Von Massow)と ケル シテ ィ ング(Kersting)が 率 い た ド イ ツ 軍 に 対 す る カ ブ レ
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(Kabr�)族 の激 しい 抵 抗,1900年5月,チ ョ コ シ商 人 の 交 易路 を 妨 害 した こ とか ら

起 こ った ドイ ツ軍 と モバ(Moba)族 との ダ パ ンゴ(Dapango)岩 層 地帯 の戦 闘 な ど,

ドィ ッ軍 の 平定 作 戦 は必 ず しも円滑 に進 ん だ と は言 え な い。 た しか に,略 史 な どに記

述 され て い るよ うに,首 長 な き諸 族 の抵 抗 は散 発 的 で局 地 的 にす ぎ な か った が,あ ち

こち に潜 む 未 知 な 種族 の存 在 自体 が常 に ドイ ツ政 府 の大 きな不 安 材料 で あ り,カ ブ レ

族 も ランバ(1・amba)族 も海 岸 地 方 で は勇 敢 で 戦 争 に 強 い種 族 と して あ る種 の恐 れ を

も って 知 られて い た。 自 ら ほ とん ど攻 撃 に 出 る こ とは な か っ たが,ド ィ ッ軍 の侵 入 に

対 す る防 御 は 固 く,頑 固 に 伝 統 を守 り,排 他 的 で,植 民地 支 配 に 反 意 も強 か った。故

に,ド イ ッ政府 の平 定 作 戦 は 当初 の計 画 よ り も明 らか に遅 滞 した の で あ る。 しか しな

が ら,近 代装 備 を した ドイ ツ軍 が 政 治首 長 を持 た な い 北 部諸 族 にな ぜ この よ うな苦戦

を強 い られ た の で あ ろ うか 。

J.グ デ ィに よ る と,18世 紀 か ら19世 紀 に か けて 西 ア フ リカ の重 要 な 軍 事 技 術 は,

1)弓 と矢,2)槍 と剣,3)騎 馬,4)鉄 砲 で あ った[GooDY 1971:48]。 この うち

鉄 砲 は,弓 矢 とは比 較 にな らな い圧 倒 的 な攻 撃 力 を 発 揮 す る近 代 兵 器 で あ り,騎 馬 は

強力 な機 動 性 を もつ軍 事 技 術 と して 西 ア フ リカ に普 及 し始 めて い た。 西 ア フ リカ の諸

王 国 は勢 力 を拡 大 す る必 要 か ら鉄砲 と馬 を購 入 し,騎 馬 隊 を養 成 して 軍 事 力 を 増強 し

て い た。 トー ゴ 北部 で も,19世 紀 後半,6つ の首 長 圏 を 統合 した コ トコ リ族 の 最高 首

長 ウロニエ ソ は,推 定約300人 の 騎馬 隊,約1000丁 の 鉄 砲,そ して 弓 矢 で武 装 さ れた 多

数 の歩 兵 を 擁 して い た とい う[KNOLL l978:31]。 しか し,こ う した 多大 な兵 力 を

誇 って いた に もか かわ らず,コ トコ リ王 は 内陸 支 配 にむ け て進 攻 して きた少 数 の ドイ

ツ軍 と一 戦 も交 え る こ とな く保護 条約 を結 ん だ 。 当時 の諸 王 国間 の 勢 力 争 い か ら推 理

す る と,ウ ロ=エ ソは 西方 に接 近 して いた も っ と強大 な ア シ ャ ンテ ィ王 国 の 脅 威 に備

え て む しろ積 極 的 に ドイ ツ軍 に保 護 を 求 め た とみ られ て お り,近 代 武 器 で 武 装 され た

ドイ ツ軍 の 軍 事 力 を後 盾 にす る こ とを 目的 に保 護 条 約 を 結 ん だ と考 え られ る。 す なわ

ち,西 ア フ リカ諸 王 国 が常 備 して い た 旧式 なマ スケ ッ ト銃 と ドイ ツ軍 の 携 帯 して い た

連射 式 ライ フル銃 とで は性 能 の 差 は歴 然 と して いた の で あ り,戦 うよ り保 護 条 約 を結

ぶ ほ うが得策 だ った ので あ る。

 と ころが 北 部諸 族 の うちで も政 治 首 長 を持 たず,軍 事 技 術 と して も1)弓 矢,2)

槍 と剣 の伝 統 的 な武 器 しか装 備 で きな い 山地 民 や河 辺 民 の ほ うが 自 己領 域 に侵 入 して

くる ドイ ッ軍 に 蜂起 し,そ の植 民 地 支 配 に執 拗 な抵 抗 を示 した の で あ る。 それ 故,ド

イ ツ政 府 は,1897年 に フ ラ ン ス と1899年 に イ ギ リス と協 定 を結 び,東 の ダホ メ,西 の

ゴ ール ド ・コー ス トとの 国境 を確 定 し,植 民地 と して トー ゴを 領有 した が,ド イ ツ領
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地図1 英仏に分割され た独領 トーゴラン ドと北部諸族
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トーゴといっても,北 部地方は必ずしも平定されたわけではな く,実 質的な植民地支

配は現在の トーゴの南部地方に限定されていて,ソ コデ以北の北部諸族に ドイッ植民

地当局の行政が及ぶことはほとんどなかったのである。

 このように ドイツ軍の トーゴ平定作戦が0時 的にせよ頓挫 したのは,ま ず第1に,

河辺民コンコンバ族の場合,オ チ川とその流域湿原が騎馬隊の攻撃 し難い防壁になっ

ていた。また,山 地民カブレ,ラ ンバ,ナ ウデンバ(Naudemba),タ ンベルマ(Tam-

berma>等 の諸族の場合は,険 阻なアタコラ山脈が難攻不落の要塞のように騎馬隊の

侵入を妨げていた。 こうした環境的要因が強く作用 して ドイツ軍 は有利に戦闘を展開

できなかったからである。

 第2に,山 地民はカブレ族に典型的に見られるように,男 子が出生すると幼児期か

ら山中に集合させ,ス パルタ式教育を施し,質 実剛健な気風をうえつけ,戦 士として

養成 していた1》。 このカブレ族のような伝統的気質が ドイッ軍の侵入にたい して何事

にも恐れない旺盛な闘争心となって現われて ドィッ軍に対する戦闘にもそれが遺憾な

く発揮されたのである。

 そして第3に,鉄 器 と戦争 との関係を看過するわけにはいかない。すでに述べたよ

うに,山 地民などは軍事技術としては諸王国などとは異なりa騎 馬 も鉄砲もな く,ド

イツ軍の近代兵力に対抗するすべはなかった。 しか し,付 近に鉄生産地をもち,鉄 鍛

冶技術を発達させて,多 数の毒矢,刀 剣,戦 斧などの鉄製武器を所持していた。これ

らの鉄製武器 はかなり精錬された鉄から製作されており,硬 度と強靱さにおいて充分

戦闘に使用できる刃物であった。山地民が ドイツ軍の侵入にたいしてかなりな抵抗を

示 していたのは,自 然の要害 という環境的要因と勇敢な闘争心に加えて,こ うした鉄

製武器の供給があったからである。

 西アフリカのギニア湾岸に沿った南部地方では,19世 紀までに鉄生産はほとんど消

滅 して しまった。しかし,カ メルーンや トーゴの北部地方では20世紀に入ってもロ0

カルな鉄生産が存続 しており,溶 鉱,精 錬などの鉄工技術は北部諸族の最も重要な文

化表徴の一つであったのである。言いかえると,武 器生産に必要な鋼鉄はローカルな

精錬技術でけっこう生産されていたのであり,ヨ ーロッパからの購入品に依存する必

要がなかった。西アフリカでは比較的早い時期から鋼鉄を生産する技術が発達 したの

であり,ド ィッ軍の トーゴ北部平定作戦が予測せぬ抵抗に遭遇 したのも山地民による

鋼鉄製 の武器の使用があったからにまちがいないように思われる。

1)ち なみに ドイツ政府は,後 に カブ レ族のこうした勇敢な性格 を利用 して,警 察官に採用する

方針を採 り,フ ランス政府 もまた,第2次 世界大戦の兵力増強にあた り,カ ブ レ族か ら隊員を

募集 し,ア ルジェ リアやイ ンドネ シアへ派遣 した。
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 しか しな が ら,西 ア フ リカ の製 鉄 と鍛冶 の盛 衰 を み る と,ト ーゴ の よ うに20世 紀 初 頭

まで 生 産 が 存続 して いた 地 方 もあ れ ば,ギ ニ ア の フ ー タ ・ジ ャロ ン(Foute Djallon)

の よ うに,18世 紀 に は鉄 生 産 を 中止 した と ころ もあ る。

 問 題 は なぜ こ の よ うな地 域 差 や 時 間 差 が 発生 した の か,ま た,今 世 紀 に 入 って も,

北 部 トー ゴ で は ロ ーカル な鉄 生 産 が 存続 した の は なぜ か。 そ して,ト ー ゴ北部 の鉄 文

化 の 技 術 体系 は どの よ うに展 開 した の か,こ う した諸 問題 を民 族 学 的 に 明 らか に す る

の が 本稿 の 目的 で あ る。

2.鉄 生 産 の 歴 史

1) 鉄生産の発達過程

 ま ず,北 部 トーゴ の鉄 生 産 は い つ ごろ始 ま っ た のか 。 バ ロス に よ る と,ト ー ゴ山 地

の バ ッサ リ地方 の鉄 生 産 は14世 紀 初 頭 に まで さか のぼ る とい う。 バ ン ジ ェ リー ビチ ャ

ベ(Bandjeri・Bitchabe)お よび カ ブ ーバ ッサ リ(Kabu-Bassari)の 二大 鉄 鉱 脈 の 主 軸

線 に沿 った 各地 方 か ら大 小 合 わ せ て152か 所 の 溶 鉱炉 跡 が発 見 さ れ て お り[BARRos

1986],廃 棄 されて い る鉱 津 のマ ウ ン ドと 燃 え 木 な どか ら各 高炉 所 在 地 に お け る 鉄 の

産 出量 と年 代 測 定 を 行 な うと,次 の よ うな 推 定 値 が 得 られ た。 す な わ ち,

第1期       一AD 1300/1350年 まで

               ?t

第2期  AD 1300/1350-1550/1600年 まで

           7～20t

第3期  AD 1550/1600-ca.1800年 まで   ガ ー ナ北 部 に諸 王 国勃 興

          28～81t

第4期   ca・AD 1800-   1925年 ま で   ドイ ツ軍 の 内 陸侵 攻

           42～98t

である。この結果から,年 代が新しくなるほどより多量の鉄が生産されたことが確認

される。17～18世 紀にかけて鉄生産が倍増 したのは西隣りのガーナ北部に成立したダ

ゴンバ,マ ンプルシ,ゴ ンジャなどの諸王国の間に緊急な武器の需要が高まったから

であり,ナ イジェリア北部からコーラを求めてサバンナを横切 り,ガ ーサ 南部へ向か

うハウサ商人の長距離交易路がバ ッサ リ地区を通過していて鉄生産を刺激 したか らで

ある。その後,18世 紀後半から鉄の生産量はうなぎ登 りに上昇 し,ド イッ植民地支配
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が確 立 した,19世 紀 末 か ら20世 紀 初頭 に か けて の 十数 年 間,鉄 の生 産量 は最 高 に達 し

て い た の で あ る。

 こ う して,ド ィ ッの 内陸 侵 攻 か ら第1次 世界 大 戦 終 了 まで の間,鉄 の需 要 が著 し く

高 ま った の は,1)強 力 な軍 隊 を もつ ア シ ャ ンテ ィ王 国 や ダ ホ メ王 国 な ど が軍 事 目 的

で多 くの鉄 を輸 入 し始 め た こと,2)山 地 民 な ど が来 襲 す る奴 隷狩 りを 迎 え 撃 つ た め,

鉄 製武 器 を 盛 ん に 造 り出 した こと,3)第1次 世 界 大戦 中,ド イ ツ領 植 民地 で は ヨー

ロ ッパ 産 の 鉄 の 輸入 が 困難 に な った こ とな ど,の 諸 理 由に よ る と考 え られ る。 結局,

バ ンジ ェ リとバ ッサ リ(バ ッサ リ郡 の な か の バ ッサ リ地 区)で は,1925年 ま で 伝 統 的

な方 法 に よ り鉄 生 産 が行 な わ れ て いた の で あ る。 そ れ は,言 い か え ると,急 上 昇 した

鉄 生 産 が頂 点 に 達 し,最 後 に打 ち 上げ 花 火 の よ うに一 瞬 に 消 え た こ とを 意 味 して い る。

1919年, トー ゴ ラ ン ドは ドイ ツの敗 北 に よ り東 西 に分 割 され,22年,イ ギ リス が 占

領 した西 側 が ゴ ール ド ・コ ース トの一 行 政 区 に 編 入,3分 の2を 占め る東 側 の 地 域 が

トー ゴ領 と して 残 り,フ ラ ンス の統 治 委 任 領 に な った。 戦 争 終結 に よ り トー ゴに も 自

由に ヨー ロ ッパ 産 の鉄 が 輸 入 され るよ うに な り,バ ッサ リ産 の鉄 の需 要 が 減 り,土 製

高炉 は放 棄 され,か え りみ られ な くな った の で あ る。

2) 鉄生産の衰退理由

 と こ ろが,歴 史 家 は西 ア フ リカ の鉄 生 産 が1800年 ま で に 消滅 した とい う見 方 に立 っ

て い る[FLING 1976]。 た しか に,大 航 海 時代 以後,ギ ニ ア湾 岸 地 方 に,ヨ ー ロ ッ

パ 産 の 鉄 が 輸入 され て ロ ー カル な鉄生 産 が 減少 の 一 途 を た ど った こ とは事 実 で あ る。

だが,ト ー ゴ や カ メル ー ンの 北 部地 方 で は,む しろ19世 紀 に な って鉄 生 産 量 が 増 加 し

たよ うに,ヨ ー ロ ッパ か らの 鉄 の 輸入 が あ って もロー カ ル は鉄生 産 が 消滅 しなか った

地 方 もあ る。 した が って,歴 史 的 見 解 と して一 般 化 して い る鉄 生 産衰 退 の理 由 に も訂

正 の 必要 が あ る。 す な わ ち,フ リン トは,ア フ リカが 鉄生 産 を放 棄 した の は,ヨ ー ロ

ッパ か ら輸 入 さ れ た安 価 で,純 粋 な 鉄棒 が0一 カル な鉄 の競 争 力 を 奪 い,ア フ リカ産

の鉄 を 駆 逐 して い った か らだ と 述 べ て お り[FLINT 1976],ま た, P・ ボハ ナ ン も輸

入 され た 鉄 や ス チ ール が時 間,作 業 そ して金 銭 面 か らみ て 安 上 が りだ った の で ア フ リ

カ の鉄 が 消 滅 した とア フ リカ概 説 の な かで 書 い て い る[BOHANNAN 1964]。

 しか し,本 当 に ヨー ロ ッパ か ら輸 入 され た鉄 が ア フ リカ の製 鉄 業 を 衰 退 させ る決 定

的 な要 因 に な った ので あ ろ うか 。 ま ず 重 大 な誤 りは ヨmッ パ の鉄 が 安 か った と信 じ

られ て い る こ とで あ る。C. L.グ ッチ ャー に よ る と,輸 入 さ れ た鉄 は決 して安 い価 格

で入 手 で きた わ け で は な く,ア フ リカ の 鍛 冶 師 た ち によ って再 利 用 され る こ と は少 な
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か った と い う。 そ の うえ,18世 紀 以 降 輸 入 さ れ た ヨー ロ ッパ 産 の 鉄 は 純 度 が 低 く,

多 量 の イ オ ウ分 を 含 ん で い た とい う[GoucHER l981:179]。 考 古 学 者 も ま た ヨー

ロ ッパ 産 の 鉄 が 粗 悪 で あ り,土 製 高炉 で 生 産 され た ア フ リカの純 粋 な ブル ー ム や 炭

素鋼 の方 が輸 入 晶 よ り も 良質 で あ った こ とを 証 言 して い る[FAGG 1952;SAssooN

1964]。 した が って,安 くて 質 の よ い ヨー ロ ッパ 産 の鉄 の 輸入 に よ って ア フ リカ の鉄

工業 が衰 退 した とい う歴 史 家 の 見 解 は誤 りで あ る。 グ ッ ヒャ ーに よ ると,ア フ リカの

鉄 生 産 が衰 退 した の は,溶 鉱 に必 要 な 木 炭 を作 る森 林 資 源 が 枯 渇 した こ とが 決 定 的 で

あ った とい う。 木 炭 に適 した ア フ リカの 木 材 の 種 類 は,ま め科 のBurkea africana,

Acacia sp.,ま め科 ミモ ーサ 属 のProsopis africana,ク ロ ウ メ モ ドキ 科 のZisyphus

mucronataな ど とい わ れ て い る[GOUCHER l981:181]。 ア フ リカ各 地 の 鉄生 産 地 で

は高 炉 に必要 な燃 料 を求 めて 森 林 の 伐採 が どん どん 進 行 して い った ので あ る。

 だが,こ れ らの樹 種 は成 長 が 遅 く,Burkea africanaな どは約20年 以 上 の 時 間 を経 過

しな けれ ば薪 炭 に 利 用 で きな い。 ちな み に,ガ ー ナ 中西 部,ダ パ ー(Dapaa)の 高炉

遺 跡 に廃 棄 され て い る鉄津 の量 と重 さを 試算 した グ ッ ヒ ャーに よ ると,こ の地方 で は

1400年 か ら1700年 ま で の300年 間 に30万7431本 の立 木 が 消費 さ れた と推 測 されて い る。

現 在,同 地方 は完 全 に サバ ンナに 遷移 して お り,生 態 学 的 に 見 る と,新 しい 人工 サ バ

ンナ が 出現 した こ とに な った。

 こ の よ うに して,大 量 の 森 林 消 費 は急速 に植 生 を改 変 す る。 かつ て 鉄 生 産 セ ンタ ー

が存 在 した 地 域 は ど こで もサ バ ン ナ化 が 著 し く,高 炉 遺 跡 が あ った ダパ ーの 背後 地 は

今 や完 全 に森 林 か らサ バ ンナ に変 わ って い る。 こ う した,17世 紀 か ら18世 紀 にか けて

西 ア フ リカ に 出 現 した 比較 的 新 しい サ バ ンナ を生 態 学 者 は 「派生 サバ ン ナ」(derived

savanna)と 呼ん で お り2),そ こに 鉄生 産 の た め の 森 林 伐 採 が 深 く関与 して いた と見

て い る[AHN l970]。 ドー ゴの バ ッサ リ地 方 で 製 鉄 業 が20世 紀 初 頭 まで 存 続 して い

た の は,鉄 鉱石 が豊 富 に埋 蔵 して い た こ と と,薪 炭 を生 産 で き る山地 林 が まだ か な り

残 って い た か らだ と思 われ る。

3.鉄 生産地 と土製高炉

 と こ ろで トー ゴ 北部 で はバ ッサ リ地方 が鉄 生 産 セ ンタ ーで あ った が,地 理 的 に 隣接

す るガ ーナ や ベ ニ ンに もい くつ か の鉄 生 産地 があ っ た。 フ ラ ン シス=ベ フ に よ る と バ

2)最 近 こう した 「派生 サバ ンナ」 は農業開発 によって方 々に出現 してい る。
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図1 アタ コ ラ山地 の 土製 高 炉

   [FRANCIyBOEUF 1937]よ り

ッサ リ山地 と地 質 学 的 に連 続 して い るア タ コ ラ山脈 の ベ ニ ン側 に もタ ンベ ル マ族 と 同

系 の ソ ンバ(Somba)族 が鉄 生 産 に従 事 して お り,高 さ3・5メ ー トル の土 製 高炉 が紹

介 され て い る[FRANcls・ ・BoEuF l937:421-423]。 トー ゴ 北部 の バ ンジ ェ リの高 炉

は原 料 を 運 び あ げ る た め に一 本 の足 掛 か りの つ い た丸 太 を た て掛 けて い た だ け で あ る

が,ア タ コ ラの製 鉄 地 で は高 炉 の 周 りに先 端 が二 又 にな った4本 の支 柱 が 建 て られ,

櫓 が 組 ま れ て い た。 職 人 た ちが櫓 の うえ に上 って,高 炉 に 原料 な ど を投 入 で きる よ う

に梯 子 が か け られて お り,バ ンジ ェ リよ り も大 きな規 模 の 土 製 高炉 が存 立 して い た。

ま た 同 じ ベ ニ ン北 部 の ア タ コ ラ山脈 の カ ソ ・カ ノ(Kasso-Kano)に は 高 さ2・5メ ー

トル の デ ィア ボ ロ型 の 高炉 が あ った と い う報 告 され て い る[POLE l 985:151]。 さ

らに 南 東 ガ ー ナ,ボ ル タ州 の 丘 陵地 ア クパ フ ゥ(Akpafu)に も性 能 の よい 高炉 があ

り3),鉄 鉱石 の埋 蔵 量 こそ 少 な か った が,バ ン ジ ェ リ最 盛 期 と同 じ頃 まで 鉄 を生 産 し

て い た[PoLE I985:150,5(A]。

 これ らの 地域 の鉄 生 産 量 も ロ ー カル な需 要 を満 たす 意 味 で は そ うと う量 に達 して い

た と思 わ れ るが,バ ンジ ェ リ地 区 の 鉄生 産 量 に は と うて い及 ば な か った。 フォ ン ・ル

シア ンに よ る と,今 世紀 初 頭,実 際 に鉄 生 産 設 備 と して 機 能 して い た か ど うか は別 に

して,バ ン ジ ェ リ地 区 の 高炉 は 総 計490も 数え られ た の で あ り[LuscHAN l909],

圧 倒 的 な 鉄生 産 規 模 で あ った こ とが推 定 され るの で あ る。 筆 者 がバ ンジ ェ リを訪 問 し

たの は1981年 で あ り,も はや 鉄生 産 セ ンタ ー の面 影 はな く,広 場 に一 棟 の 高炉 だ け が

3)ア クパ フ ゥの ほ か北 西 ガ ー ナ の ラウア(Lawra),テ ィザ(Tiza),チ ァナ(Chiana)の 村 で も

 鉄 生 産 が行 われ て い た 。
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保存されていた。年に数回,鉄 生産のデモンス トレーションが行われており,伝 統的

な鉄生産過程を観察することは可能である。筆者の場合も現存する鉄工職人に集まっ

てもらい,全 費用を負担 して製鉄作業を実演 してもらった4)。

 原料となる鉄鉱石はバンジェリ背後の山から採取される。山道を行 くと,山 腹に採

掘現場があり,数 メートルの深さに掘った トレンチや竪穴がみられる。鉱脈が豊富に

露出しているので地下壕を作つて坑内採掘をする必要はなかった[和 田 1987b]。 高

炉 は円筒型で,高 さ約2.5メ ー トル,シ ャフトの外径約110セ ンチ,内 径約70セ ンチ,

厚さが約20セ ンチで,や や末広がりに構築 されている。約3.5メ ー一 5ル あるバ ッサ リ

やアタコラの高炉に比較すると,高 さが約1メ ー トル低 く,容 積が小 さいが,大 きな

高炉 と同量のブルームを採取できるという。鉄工職人の談話によると,高 炉の高さは

鉱石の質で決まるという。バンジェリ産の鉄鉱石はそれだけ良質であったということ

である。言いかえると,バ ンジェリではバ ッサ リよりも少ない鉄鉱石で同じ大 きさの

ブルームを生産 していたのである。良質な鉱石を必要とするので,女 性たちは山積み

された鉱石を選別 し,不 純物をとりのぞ く作業に従事 していた。投入する鉄鉱石に相

当して必要な木炭 も女性たちによって

準備された。

 溶鉱は男たちの仕事である。高炉に

木炭と鉱石と交互に何層にも積み重ね

て投入する。火は基部か ら燃え出し,

煙が立ち込める。基部の円筒壁には等

間隔に7つ の通風孔が開けられている。

バンジェリではふいごは用いない。鉄

鉱石から鉄を取り出すためには約1540

度の高温が必要である。それより温度

が低 くなると還元が不十分であり純鉄

は採取できない。デモンス トレーショ

ンでは,か ろうじて鉱石から鉄を分離

させることのできる温度にあげて,約

4時 間後,基 部正面のアーチ型の開口

部か ら取り出されたのはソフ トボール 写真1 バ ンジェリの土製高炉

4)本 格的な溶鉱 は炭 と鉱石を積 み重ねて高炉をい っぱ いにするが,デ モンス トレーションで は
一層だけであ った

。
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写真2 バ ンジェリで製造された錬鉄

大 の ブ ル ー ム で あ った。 しか し,ほ ん と うの溶 鉱 作 業 は3日 間 か け て行 ない,最 後 に

ブル ーム が 高炉 の底 に音 を立 て て 落 ちた とい う[POLE 1985:150]。 鉄 生 産 が 盛 ん

で あ った 頃,各 高 炉 か ら25か ら30キ ロの重 さ の ブル ー ムが 生 産 され,そ の う ち鉄 と し

て 使 用 で き る量 は約20キ ロだ った と推定 され る。 以 上,西 ア フ リカ で はバ ッサ リ地 方

で 生 産 され た鉄 か ら様 々 な鉄 製 品 が 製作 され て い っ た。 ア フ リカ 民族 技 術 は鉄 工 面 か

らも再 検 討 が 必要 とさ れて い るの で あ る。

4.鉄 製品の種類 と用途

1) 発 火 具

 アフリカの発火法の民族誌諸資料を整理 したラーゲルクランツによると,西 アフリ

カでは 「キリモ ミ式」よりも 「火花式」の発火法の方がより多 くの分布を示 している

[LARGERcRANTs 1954]。 言 うまでもないが,「 キリモ ミ式」とは,発 火錐を両手で

回転させ下に置いた台木(火 切り臼)を 摩擦 し,穴 ぐりに生じたボクチに火をつける

方法であり,火 花式は,火 打金に火打石(フ リント)を 打ちつけて火花を出しほくち

に移す発火法である。

 これら二つの発火法を比較すると,前 者がサハラ以南ならあまり苦労せずに入手で

きる乾燥 した一本の火起 し棒 と一片の木板を発火具として用いるのに対して,後 者は

産地が特定 している特殊なフリントと加工された鋼とを組み合わせた発火具であり,
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時 代 的 に新 し く,使 用範 囲 も限 定 され て い る。 もち ろん,火 打 石 も石 器 時 代 か ら使 用

され て い た 古 い発 火 具 で あ るが,単 に石 と石 との打 撃 で は発 火 が難 し く,む しろ 火打

石 と鉄(火 打 金)と の 組 み合 わせ に な って か ら重要 な発 火 具 と して普 及 した と考 え ら

れ,西 ア フ リカ の発 火 法 が 「キ リモ ミ式 」 か ら 「火 花式 」 へ 移行 して い く過 程 は,こ

の地 方 の鉄 生 産 の発 展 と密 接 な関 係 が あ る。 す な わ ち 「火 花 式」 の 場合,柔 らか い鉄

で はあ ま り効 率 的 な発 火具 に な らな い。 鉄 を 火 打 金 と して 使 用 す るに は鋼 鉄 に 精 錬 す

る必 要 が あ る。 火 打 石 は硬 い鋼 鉄 と の衝撃 に よ って 高熱 の火 花 を 出 す か らで あ る。 西

ア フ リカで は,紀 元 前3世 紀 頃,ニ ジ ェ ール 河 畔 で す で に鉄 生 産 が始 ま って い た とい

わ れて い るが,鋼 鉄 が 生 産 さ れて い た か ど うか に つ い て は まだ 充 分 な 研究 が行 なわ れ

て い ない 。'

 しか し,最 近,P. R・ シ ュ ミ ッ トらの考 古学 調 査 に よ る と,古 代 ア フ リカ の製 鉄 法

で も鋼 と考 え られ るほ ど充 分 な炭 素 を含 有 した 鉄 が 生 産 され て い た 可 能 性 があ り,土

製 高 炉 の 溶 融 過 程 だ けで も高 い 浸炭(カ ーバ リゼ ー シ ョ ン)効 果 を あ げ て,良 質 な鉄

を精 錬 して いた と考 え られ るの で あ る[KENSE l985]。14世 紀 以 降,ビ チ ャ ンベ族

(バ ッサ リ族 の1ク ラ ン)に よ って溶 鉱技 術 が導 入 され た 北部 トー ゴで は,各 高 炉 か ら

約50か ら60パ ー セ ン トの純 鉄 を含 む ブル ー ムが 生 産 され て い た と推 定 され て い るが,

この ブル ー ムの 鉄質 純 度 を 高 め るた め,粉 砕 した後,不 純 物 を取 り除 き,鍛 冶 師 に よ

って も う一 度 精 錬作 業 が行 な わ れ た とい う5)[BARRos l986]。 こ の よ うに 西 ア フ リ

カ の製 鉄 地 で は鋼 に近 い良 質 の 鉄 が生 産 さ れ て い たの で 火打 金 を製 作 す る こ とは比 較

的容 易 だ っ た と考 え られ る。

 しか し,ラ ーゲ ル ク ラ ンツ は,西 ア フ リカで 使 用 され て い た鋼 鉄 製 の火打 金 は大 航

海 時代 以 降 の輸 入 晶 とす る見 方 に た って い る。 た とえ ば,ア シ ャン テ ィ王 国 の南 部 ア

ク ラ海 岸 地 方 で 使 用 されて い た 鋼 と フ リン トは,ヨ ー ロ ッパ か ら導 入 さ れた もので あ

り,ま た トー ゴ海 岸 部 に住 ん で い るエ ウ ェ族 の間 で 重 宝 され て い た発 火 用 鋼鉄 も,15

世紀 末,ア ネホ(Aneho)に 来 航 した ポル トガル 人 によ って 使 用 法 が教 え られ た と述

べ て い る[LARGERcRANTs I954:..] 。 つ いで,ア ネ ホの東 側 の ベ ニ ン海岸 の貿 易

港 ウ ィダ ー(Whydah)や 背 後 に続 く 内陸 の王 都 ア ボ メ(Abomay)の 住 民 の 発火 具

とな って い た鋼 鉄 も ヨー ロ ッパ 産 で あ り,ト ー ゴ海岸 部 か ら約150キ ロ 内陸 に入 った

ア タ クパ メ(Atakpame)及 び その 背 後 の 山岳 地 方 に 分布 す るア ク ポ ソ(Akposso),

ア ケ ブ(Akebou),ア デ レ(Adere)な どの トー ゴ南 部諸 族 に見 られ た 火 づ く りの鋼 鉄

5)原 理的には炭素の含有量を1.7%以 下にすれ ば鉄は鋼に変わ って いく。技術的には銑鉄 中の

炭素を燃 や して除去すれば銑鉄 は可鍛鉄の鋼に変わるのである。
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も交 易 を 通 して海 岸 部 か ら伝 え られ た と解 釈 され て い る。 さ らに,ト ー ゴ や ガ ーナ の

北 部 地方 そ して ブル キナ ・フ ァ ソに 広 が る ボル タ 系諸 族 の コ ン コ ンバ,ダ ゴ ンバ,カ

ッセ ー ナ(Kassena),ナ ンカ ン セ(Nankanse)な どの諸 族 が使 用 して い る鋼 鉄 も ヨ ー

ロ ッパ 製 品 と見 な され て い る。

 15世 紀 以 降,貿 易 を 通 して ヨー ロ ッパ産 の鋼 鉄 が ア フ リカ海岸 部 に か な り持 ち込 ま

れ た こ と は否 定 で きない が,し か し,当 時,ア フ リカ人 が 使 用 して い た 鋼鉄 がす べ て

輸 入 品 で あ る とい う見 方 に は賛 成 で きな い。 ア フ リカの土 製 高 炉 で も火 打 金 に な り う

る硬 い鉄 が 生 産 され て いた こ と はす で に述 べ た と お りで あ る。 む しろ輸 入 鉄 よ りも品

質 が良 か った とい う調 査 報 告 さえ あ る。 た とえ ばW.フ ァグ に よ る と,ア フ リカで 産

出 さ れた 鉄 は,輸 入 され た ヨー ロ ッパ の鉄 よ りも硬質 で あ り[FAGG l952],ス チ ー

ル と呼 び う る鉄 で あ った と推 定 され る。 ま た,サ ッソ ン も,ヨ ー ロ ッパ 産 の鉄 で 製 作

され た道 具 類 は品質 が よ くな く,ナ イ ジ ェ リア人 は伝 統 的 な鉄 生 産 を 再 開 した と報 告

して い る[SAssOON l964]。 した が って,ア フ リカ製 の火打 金 が あ って も決 して 不 思

議 で は な い。

 た だ,問 題 と して 残 るの は火 打 金 の 形 態 で あ る。 フ レ ー リッ ヒの調 査 に よ る と,ト

ーゴ 北部 の コ ンコ ンバ族 は発 火 具 と して馬 蹄 形 の ス チ ール を使 用 して い た(図2)。 馬

蹄 形 は,騎 馬 に蹄 鉄 の使 用 が なか っ た西 ア フ リカ で は伝 統 的 な火 打 金 の一 般 的 な形 態

とは 考 え られ な い。 この形 態 の 火 打 金 は,ラ ー ゲル ク ラ ン ツが指 摘 す る と お り,ヨ ー

ロ ッパ か らの輸 入 品 と考 え られ る。 発 火 を 目的 とす るス チ ー ル な ら も っと単純 な形 態,

た とえ ば,長 方 形 や楕 円形 の平 た い ス チ ール で 十 分で あ る。 わ ざ わ ざ馬 蹄 形 の 火 打 金

を 製 作 す る理 由 は ア フ リカで は見 つ か らな い 。 ま た火 打 金 の か わ りに ナ イ フ,腕 輪,

斧 な どを使 って も発 火 させ る こ とがで きる。 この よ うに,馬 蹄形 の火 打 金 は ヨー ロ ッ

パ 製 で あ った可 能 性 が あ るが一 後 に馬 蹄 形 は模 倣 さ れ たの か も知 れ な い一 普 及 し

て いた 火 打金 は ロ ー カル に製 作 され て い た と考 え るほ うが 自然 で あ る。 この よ うに ト

ー ゴ北 部 で は ア タ コラ山脈 か らフ リ ン トの 材 料 に な る硬 質 な石,石 英,水 晶 な どが 豊

富に産出され,そ れにバ ッサ リ産の精

錬された鉄を組み合わせると有効な発

火具になり,簡 単に火をつ くることが

で きたと考えられる。

2)武 器 類

さて,バ ッサ リ地方の鉄生産量が上

図2 コ ンコ ンバ族 の火 打金

   [FROELICH 1954]よ り
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昇の一途をたどったのは北部諸族の間

に戦闘のための鉄需要が高まったから

であり,武 器 として鍛,刀 剣,槍,戦

斧などが製作 されたことはすでに述べ

たとおりである。そこで,次 に,こ れ

らの武器についてタンベルマ族か ら得

た諸資料をもとに技術誌的な記述を行

ないたい。

 i) 弓と矢

 まず,弓 矢は北部諸族のうち,と く

に,ア タコラ産地に居住するパレオニ

グリティック山地民にとって最も重要

な武器であり,全 工程が男子によって

製作される。まず,弓 の材料は川辺林

か ら採取される。弓に最適な小灌木の

ある場所へ出かけていった男は枝木を

写真3 単 弓 と矢

伐採 し,家 に持ち帰 り,そ れを文字通 り弓なりに曲げて陰干 しする。次に弦は牛の腱

や鈴羊(Cephalolophe)の 首筋からとった皮片をよりあわせて一本の紐に作られる。

その際,表 皮の毛はきれいに掻き削られる。湾曲した木に弦を張ると弓は完成する。

最後にアクセサリーとして美的ないし呪的な目的で蛇やとかげの皮を弓幹の中央部に

巻いたり,家 禽の羽毛をつけたりすることが多い。このようにタンベルマ族の弓は弓

幹部が単一の材料で作られた単弓である(写真3)。

 矢は柄が非常に硬い特殊な禾本科植物から製作 される。まだ青々とした若木を適当

な長さに切り(約50cm),必 要な本数が集まると家に持ち帰 り,一 本ずつ炎のうえに

かざし,少 し焼きを入れる。次に乾燥するのを待ってまっす ぐなものを選び,そ の先

端に穴を開ける。そこに糊を入れて鎌を差 し込む。はずれないように薄い,し なやか

な植物繊維をぐるぐると巻いて頭部は完成する。尾部は片面を少 し削り取り,薄 い樹

図3鎌 身

皮の帯紐を巻き,最 尾部に弦が入る小さなきざみ目を

入れる。矢羽はつけない。

 鎌はすべて鍛冶師から入手する。狩猟には一般に逆

刺のついた鋭い鍍身が使用されているが,注 文によっ

て葉状の鎌身も製作されている(図3)。 すべての鍛に
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は念入 りに毒 が 塗 りつ け られ る。毒 は キ ョウチ ク トウ科 キ ン リュ ウカ属(stroPhantus)

の 種子 か ら抽 出 され,乾 燥 した後,粉 末 に した蛇 の頭 部,さ そ り,唐 辛 子 な ど を混 合

し,煮 詰 めて 特 殊 な容 器 に保 存 され る。

 弓矢 はえ び ら と ワ ンセ ッ トに な って お り,常 時7,8本 の 矢 が収 め られ て い る。 昔

は戦 闘 用 に50本 ほど入 る大 きなえ び らが作 られ た とい う。 え び らの筒 は竹 か ら作 られ

て いて,両 端 部 に 蛇皮 が巻 かれ て 補 強 して あ り,そ れ は 同 時 に 呪符 に な って い る。 ま

た 中央 部 に は玲 令 の皮 が巻 きつ け られて お り,肩 に か け る紐 が し っか りと結 ん であ る。

ii)槍

 タンベルマ族の槍は穂先も柄部もすべて鉄製である。 全長約1.5

メートル相当な重量があり(約5～6キ ロ),狩 猟用に使用される

ことはなく,ま た,武 器としても効率が悪 く,ほ とんど重要性を持

っていない。む しろ,象 徴的な意味が大きく,儀 礼用具であり,成

人式や悪霊払い,葬 礼などの場合に使用される。槍先が大きく両側

に複数の返 りがついているのが特徴である(図4)。 儀礼の際には,

そこに派手な布が巻かれる。言いかえると,鉄 一つを単一材料に し

ながら完成 した形態を持っているのがタンベルマ族の槍であり,こ

の種のものは他に類例が少なく,明 らかに豊富な鉄と精錬技術を背

景に作 られたものである。事実,こ の鉄製槍の製作地はアタコラ山

系ベニン北部であり,ソ ンバ族(タ ンベルマ族と同一祖先)の 鉄鍛

冶職人によって製作されたと考えられる。

 すでに述べたように,ソ ンバ族はアタコラ山脈の内奥に居住して

いた関係で,19世 紀まで土製高炉を操業させていたのであり,そ の

結果,ぜ いたくに鉄を使用 して鉄製品を作ることが可能だったので

ある。 しかしながら,鉄 はきわめて高価であり,タ ンベルマ族の間

でもこの槍の所有者の数は限定されている。古老の話によると,槍

は伝統的に土地祭司によって保持されてきたのであり,諸 儀礼の際

に貸 し出されてきたという。

 iii) 刀剣類

 ところで,パ レオニグリティック山地民の優秀な精錬技術を示す

鉄製品に刀剣類がある。刀剣類には長刀と短刀の二種類があり,い

ずれも鋼鉄製で,鋭 利な刃をもち,武 器として充分な実用性を備え 図4鉄 製槍
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て い る。 お そ ら く,焼 き入 れ,焼 き戻 しを繰 り

返 し,硬 度 を加 え て 表 面 を鋼 鉄 に変 え た と思わ れ

る。

 まず,長 刀 は,カ ブ レ族 で は ほぼ 直 刀 の 形態 を

と って い るが,タ ンベル マ族 や ラ ンバ 族 で は反 り

が あ り,全 長51セ ンチ,刀 身40セ ンチ ほ どの片 刃

で,騎 馬 隊 が 所持 す る刀 剣 に類 似 したサ ーベ ル状

に な って い る(図5,6,7)。 ま た小 手 を 保 護 す る

取 っ手 が環 形 に な って お り,イ ス ラ ム文 化 の 影響

が み られ る。 す な わ ち,こ う した武 器 はパ レオ ニ

グ リテ ィ ック 山地 民 が本 来所 有 して いた と考 え ら

れず,お そ ら く,イ ス ラ ム文化 の影 響 を 受 けて製 作

を始 め た よ うに 思 われ る。 す な わ ち イス ラム諸 王

国 との接 触 を 避 けて いた 山地 民 も,奴 隷 狩 を 目的

に侵 入 して くる騎 馬 隊 との 肉 弾戦 に対 抗 して長 刀

を もつ ことが 必要 に な って い た ので あ ろ う。 カ ブ

レ族 で は 戦 闘 目的 の年 齢 集 団 コ ン ドナ(Kondonの

が 長刀 を所 有 し,タ ンベル マ族 や ラ ンバ 族 で もイ

ニ シェ ー シ ョンを終 え た若 い戦 闘 員 が これ を 管理

して い た。 この よ うに,長 刀 はパ レオニ グ リテ ィ

ック山地 民 に と って比 較 的 新 しい武 器 と推 定 され,

H.バ ゥマ/に よ って も,ネ オ ・ス ーダ ン文 化 に

位 置付 け られ て い る[BAUMANN 1964]。

 こ う した長 刀 に た い して,短 刀 は 弓矢 と並 ん で

パ レオ ニ グ リテ ィ ック山地 民 に と って最 も古 い武

器 の一 つ と 考 え られ る。 タ ンベル マ 族 は 現在 で

も,男 子 の必 需 品 と して 短 刀 を所 持 し,遠 出の 際

に は か な らず 首 あ るい は肩 に か け て携 行 す る(図

8)。 全 長27セ ン チ,刀 身20セ ンチ ほ どの 長 刀

で,牛 の な め し皮 で作 った専 用 の鞘 に お さめ られ

て い る。長 刀 が主 と して武 器 と して製 作 され た の

に 対 し,短 刀 は生 活全 般 に用 途 が広 が って お り,

図5 カブ レ族 の長刀,直 刀の形態

   に注 目

図6 タ ンベルマ族の長刀,反 りが

   あ り,取 っ手が環形 にな って

   いる

図7 ランバ族 の長刀

   [BAUMANN  1964]よ り

図8 小刀」首 か らかける
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図9 山 刀

日常 的 用具 と して現 在 で も盛 ん に 製作 され て い る。 す な わ ち,家 禽 や家 畜 の供 儀,解

体,料 理 な ど は 男子 の仕 事 で あ り,短 刀 は料 理 刀 と して もな くて はな らな い必 需 品 で

あ る。

 ま た,通 常 は伐 採 用 刃 物 に 分類 され て い るが,充 分武 器 と して使 え る ものに 山 刀 が

あ る。 形 態 は全 長 約50セ ンチ,そ の うち柄15セ ンチ,刀 身約35セ ンチ で,伐 採 を 主

目的 に す る た め 幅 が広 く刃先 も鈍 く丸 み を 帯 び て い る(図9)。 山 刀 は今 で は ほぽ ア フ

リカ全 域 に普 及 して い るが,東 ア フ リカ で は ス ワ ヒ リ語 で 「パ ンガ 」(panga),西 ア

フ リカ で は フ ラ ンス語 を 用 い て 「ク ッペ ・ク ッペ」(coupe-coupe)と 呼 ば れ て い る

よ うに,ア フ リカ起 源 の 刃 物 で は な い。 おそ ら く,植 民 地 時代,ヨ ー ロ ッパ か ら輸 入

さ れ た刃 物 で あ り,用 途 が広 く,伐 採 の ほか 家屋 の建 築,食 肉 の処 理 や解 体 な どに も

使 用 さ れ,サ バ ンナの 必 需 品 に な った と思 わ れ る。 タ ンベ ル マ族 は現 在,こ の 種 の 刃

物 を ロ ー カル 市 場 で 購 入 して い る。 製 作者 は お そ ら くカ ブ レ族 の鍛 冶 屋 で あ り,そ の

仲 間 の皮 革 職 人 の 手 で柄 付 け が行 な わ れ た と推 定 され る。

iv) 矛 槍,戦 斧 等

北 部 トー ゴ に は,そ の ほか,槍 とま さか りを一 つ に した よ うな武 器 の 矛槍 が あ る。

図10矛 槍 図11タ ンベル マ族 の戦 斧

   [BAUMANN  l 964]よ り

図12 カブレ族の戦斧
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タ ンベル マ 族 が 所有 して い る ものは,

柄 が80セ ンチ,弓 な りに 曲 が った 矛

の 長 さが28セ ンチ で,戦 士 は 左 肩 に

引 っ掛 けて 歩 く(図10)。 コ ンコ ンバ族

に もほ ぼ 同形 の 矛槍 が あ り[FROELICH

1954:173],こ の 種 の武 器 は騎 馬 隊 に

対 抗 す るた めア タ コ ラ山 系 か らオ チ河

流域 平原 に広 が った もの と思 わ れ る。

 ま た,H.バ ウマ ン は タ ンベル マ 族

の 戦 斧 を 紹 介 して い る[BAUMANN

1964:72]。 戦 斧 も トー ゴ北 部 の 山地

民 に発 達 した 重 要 な武 器 の一 つ で,各

地 方 の カ ブ レ族 の鍛 冶 師 に よ って 製 作

写真4 かぎつ きコン棒

され,そ の付近の諸族にも輸出された。形態は,通 常のまさかりのよ

うに鉄刃のふ くらんだ銅部の孔に,柄 を通 したものでなく,柄 の両端

を鋭 く尖 らし,こ ん棒に突 っ込んだまさかり形の山刀といったもので

ある。そして刀の形によって二種類あり,長 方形の刃はタ ンベルマ族,

半月形の刃はカブレ族の戦斧である(図11,12)。

 さらに古典的な鉄製武器 として,こ ん棒の先端に太い鉄製円環をは

め込んだ投げ棒がある。全長約70セ ンチ,戦 闘用というよりむ しろ狩

猟用具として使用されており,主 として地上を疾走する小動物や家禽

類の捕獲に用いられている(図13)。 この他,先 端につの字型の鉄具

をはめた武器も狩猟用に使用されている。こん棒よりも軽 く,ひ っか

か りがあるので多目的に利用できる(写 真4)。 以上,こ うした矛槍,

図13 こん棒

闘斧,闘 斧,そ して鉄輪をはめた投げ棒などは明らかにネオ ・スーダン文化の流れに

属するものである。

3) 農 具 類

 さて,バ ッサ リ産の鉄は武器類のほかに鉄製農具をつ くる原料として非常に重要で

あり,カ ブレ族を筆頭にいくつかの山地民はバ ッサ リ地方から粗鉄を使って良質な農

具を製作 していた[和 田 1989b:612]。 農具の主体は手鍬であり,形 態的にはスー

ダン地方で使用されていた 「ダバ」(daba)と 同系な特徴を示 している。
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図14ス ー ダ ン地 方 で使 用 され て い る手 鍬 ダ バ[FRANc・s-BoEuF 1937]よ り

 一 般 に は,ダ バ は,耕 刃 の 大 き さに よ り 「大 きなダ バ 」 と 「小 さ な ダバ 」 に 分類 さ

れ る。 フ ラ ン シス ・ベ フに よ る と 「大 きな ダバ 」 はた ん に耕 刃 が大 きいだ け で な く,

柄 の先 を三 又 に 分 け,耕 刃 を差 し込 ん で 固 定 して あ る の に対 し,「 小 さ なダ バ 」 は小

さい だ けで な く,耕 刃 の頭 部 を尖 ら して柄 に 差 し込 ん で 固 定 して お り,柄 と刃 の接 合

状 態 に関 す る両者 の構 造 上 の 相 違 も明 確 に描 画(図14)さ れ て い る[FRANCIs-BOEUF

l937]。

 北 部 トー ゴで も鍬 の一 般 分 類 は,耕 刃 の 大 小 を 基 準 に して 行 な わ れ,コ ンコ ンバ族

の よ うに 「小 さ な鍬 」 が女 の鍬,「 大 きな鍬 」 が ル ヌ ル(lenerl)と 呼 ば れ,区 別 され て

い るが(図15)[FRo肌lcH l968:41],実 際 に は,柄 の 長 さや形 態(直 材,曲 材),

(1)ル ヌルとよばれ る大鍬

  (2)女 の 鍬          (3)耕 刃の固定法

図15 コンコンバ族の鍬[FRo肌lcH 1954]よ り
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柄 と耕 刃 の種 類(長 方 形,円 形,ハ ー ト型),柄 と の固 定 法 な ど,様 々な相 違 を含 ん

で お り,適 宜 に使 い 分 け が な され て い る。 耕 刃 の柄 を根 棒 上 に差 し込 ん だ 「小 さ なダ

バ 」 の カ テ ゴ リーの な か に も大 型 の もの があ り,ま た耕 刃 と柄 の固 定 法 に 筒状 の耕 刃

に へ の 字 形 の柄 を 差 し込 む ソケ ッ ト式 もあ るな ど,多 くの バ リエ ー シ ョンが み られ る。

 す な わ ち,ふ つ う フ レー リ ッ ヒの よ うに カ ブ レ族 の 鍬 と してハ ー ト型 が 図 示 され て

い るが(図16)[FRoELIcH 1968:170],フ ェル デ ィエ に よ る とカ ブ レ族 には1)バ

クペ ン ク(hakuPenku):地 面 を区 画 す る溝 を掘 るた め の大 型 の鍬,2)ハ ク キマ ー ノ

(hakukimaanau):バ ク ペ ンク と同 じ形 で 小 型 の 鍬,3)ハ ク キ ュ ビ イェ(kakucubi e):

井 戸 や 墓 な どを 掘 る た め の 鍬,4)ド ゥー ナ(duuna):蒔 種 の た め の鍬,5)ニ ト

ゥ ・バ ク(nitu'haku):除 草 の た め の鍬,な どの5種 類 の鍬 があ り,使 い分 け られ て

い る とい う[VERDIER l982:193]。 同 じ山地 民 で もタ ンベル マ 族 は カ ブ レ 族 ほ ど

集 約 農 業 が発 達 して いな い の で鍬 の種 類 も多 くな い。 主 要 耕 具 は ハ ー ト型 の鍬 で 「リ

カ ン」@肋 π)と い う。 「リカ ン」 はへ の字 形 の柄 に尖 らせ た耕 刃 の先 を差 し込 ん で,

鉄 輪 で締 め,固 定 して あ る(図17)。 ま た,補 助 耕具 と して 「タ ピァタ 」(taP!ata)と

呼 ば れ る穴 掘 具 があ る。 前 者 とは形 態 が異 な り,筒 状 の 耕 刃 に へ の 字 形 の柄 を差 し込

む ソケ ッ ト式で 固定 され て い る(図18)。 鍬 類 の うち,大 型 の耕 刃 は ほ とん ど カ ブ レ

図16カ ブ レ族 のハ ー ト型 鍬

   〔FROELICH l968]よ り 図17タ ンベルマ族の鍬

図18穴 堀 具 図19 ラ ンバ族 の鍬
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族か ら輸入 している。地元の鍛冶屋は鍬を製作する

ことはない6)。 それはタンベルマ族とソンバ族 との

間の鍛冶屋の伝統の違いでφり,後 に詳 しく検討す

る。

 また,ラ ンバ族の主要耕具は丸型の耕刃を三刃に

分かれた刃床部(日 本鍬の風呂にあたる部分)に 差

し込んだ,い わゆる 「大 きなダバ」であり(図19),

同時にタンベルマ族と同じようなソケ ット式の穴掘

具も併用されている。川田氏によると丸型の耕刃は

「刃が薄くて軽 く,し かも一か所がすり減れば他の

図20 コ ンコ ンバ族 の 伝統 的 な鎌

   [FROELICH l953]よ り)

図21タ ンベルマ族の現代の鎌

部分へまわ して使える利点がある」という[川 田 1979:133-137]。 ランバ族 の鍛

冶屋も職業的クランを形成 していないが専門職としてなかば独立 しており,タ ンベル

マ族にも製品を輸出している。 こうした鍛冶師たちは,現 在では,ヨ ーロッパ型の農

具を生産しており,北 部 トーゴで使用されている鎌は(図20,21),そ うした専門的

な鍛冶師たちによって製作されたものと考えられる。ここで承知しておかなければな

らないことは,鍬 にはそれ自体価値があり,代 替貨幣として使用されていたことであ

るη。 それ故大きな鍬は財産であり,現 在も耕刃がそのまま所持されている場合が多

い。タンベルマ族では葬送儀礼を執行する際,死 者の葬儀品と一緒に耕刃や鍬が家の

壁面に並べ られる。この時,鍬 は単なる農具ではなく,儀 礼具である。 トーゴ北部で

は実用目的を越えて鉄製品が製作されているのである。

4)装 身 具 類

 さて,鉄 はとうぜん装身具の材料になる。タンベルマ族で最も注 目される独特な形

態をもつ装身具の一つに躁飾りがある(図22)。 長い2本 の細幅の鉄板をより合わせ

た卵形の環を作り,そ の中にまた4本 の輪を通 してある。イニシエーション諸儀礼の

際に,少 女たちが躁飾りを足首にはめて歩 くと 「カシャ,カ シャ」と賑やかな音を出

す。同様に,少 年が大腿部に巻きつける鉄製装身具にも音を出すものがある。細工と

しては,笹 の葉状の平たい鉄片を縦に折 り曲げて両端に輪を作 り,そ の両端の二つの

6)タ ンベルマ族 は,お もに雑穀を栽培する農耕民であるが,伝 統 的な手鍬 は木,貝 殻,樹 皮で

製作 されていた。5章 で詳述するように鍛冶師 は存在 したが,耕 刃 は製作 しなか ったか らで,

かな りの価格 でカブレ族 などか ら購入 されていたのである。

7)考 古学的発見 によるとアシャンティ王国で は オマンヘネ(Omanhene)の 治世,首 都 ジュア

ベ ン(Juaben)で,ン ナーボ(nnabo)と 呼ばれる小 さな鉄の円盤が貨幣と して使用 されていた

とい う[WILD 1936]。故に,ト ーゴ,ガ ーナ方面で は鉄貨 も存在 していた可能性 があ る。
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写真5 タ ンベルマ族の飾 り音具

図22躁 飾 り

図23 コ ンコ ンバ族 の飾 り音具

    [FROELICH  1954]よ り

輪 に そ れ ぞ れ また3本 の 輪 を通 し,ガ ラガ ラの よ うに音 が 出 る よ うに釣 り下 げ て あ る。

こ う した 鉄 を 細工 した 音 の 出 る鉄 製 装 身 具 はい ず れ も ダ ンス に あた って 装 着 され,

同 時 に 音具(sound instrument)と して 使 用 され て い る(写 真5)。 フ レー リ ッ ヒはタ

ンベ ル マ族 の もの と ほぼ 同 じ形 態 の 飾 り音具 を コ ンコ ンバ 族 の鈴 と して 描 写 して い る

(図23)[FROELICH l954:41]。

 装 身 具 の 材料 と して は鉄 の ほか に真 ち ゅ うや 白銅 が用 い られ る。 トー ゴ北 部 で は,

鉄 よ りは合金 の方 が は るか にぜ い た くで あ った の で,首 飾 り,腕 輪 な どに は 赤胴 色 や

白胴 色 の 合成 金 属 が用 い られ た。 タ ンベル マ 族 の 女 性 が 一般 に愛 用 して い る掌 手 の よ

う に切 れ 目の入 っ た 首 飾 りは真鍮 で あ り(図24),手 首 に はめ る 幾 何 学 模 様 の刻 ま れ

た腕 輪 は鉛 と銅 の合 金 で あ る。 腕 輪 に は他 に ひ も状 の合 金 もあ る(図25,26)。 珍 しい

腕輪としては,真 鍮,鉄,赤 銅を交互によ

り合わせたものが女性の装身具として使用

されている(図27)。 ただし金を材料にした

装身具は知 られていない。 トーゴ山地民は

黄金を輸出していたガーナのアシャンティ

王国と地理的に接近で きる位置にあった

が,金 を入手 し,装 身具を作ることはしな

かった。指輪のような小さな装身具 ももっ 図24首 飾 り
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図25腕 飾 り

図26 図27.腕 輪 図28 ピアス

ば ら鉄 で 製 作 され て い た(写 真6)。 ま た身 体 変 工 を伴 う装 身 具 と して は,唇 飾 り と

耳 飾 りがあ る。 素材 が水 晶 で あ る唇 飾 り は別 稿 で も取 りあ げ た ので[和 田 1989a],

こ こで は省 略 し、耳 飾 りにつ いて 述 べ る と,耳 たぶ に穴 を 開 け、 飾 りをつ け るの は タ

ンベル マ 族 の 場合 は女 性 だ け の習慣 で あ る。 装 身 具 と して は ピア スの カテ ゴ リー に入

り,円 柱 形 の 木 栓 の 上部 に金 属 を は め込 ん で あ る。 金 属 は軽 い ブ リキ製 の カ バ ーで あ

る。 (図28)し か し,こ う した コル ク栓 の よ うな ピアス は消 滅 しつ つ あ り,か わ って

リング状 の ピアス が 若 い女 性 の 間 に広 ま って い る(写 真7)。

写真6 指輪,デ ザイ ンは伝統

    的だが,現 在 は真 ちゅ

    う製が多い 写真7 真ち ゅう製の ピァス
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5) 楽 器 類

 楽器類のなかにも鉄製品がいくつか

含まれている。すべて打楽器で,基 本

的には踊りの伴奏に用いられる。まず,

トーゴ北部で最も普及したのが指輪カ

スタネットである(写 真8)。 指輪状

に形作った一対の鉄片を親指と人差 し

指にはめて打ちならすが,体 鳴楽器と

しての効果を強めるため,親 指側の指

輪は中空の身を備えている(図29)。 単

純な音具であるが,奏 者を増 していっ

せいに奏すると打楽器の威力を発揮す

る。そこで大勢の戦士が夜襲を敢行す

るとき,拍 子を合わせていっせいに鉄

輪を打ちならして敵方を威嚇したとい
写真8 指輪 カスタネ ット

う。 事 実,1897年,ド イ ツ軍 が コ ンコ ンバ族 の 平定 に 向 か った と き,包 囲 さ れ た野 営

地 に,不 気 味 に迫 って くる タ ム タ ム とカ ス タ ネ ッ トの 響 きに 兵 士 た ちは戦 意 を失 い,

図29指 輪カスタネ ッ ト

敗 退 した と伝 え られ て い る[CoRNEvlN l 969:]62]。

 次 に,女 性 専 用 の金 属 打 楽 器 と して 風 鈴 の よ うな舌 で 鳴

らす鐘 があ る,鐘 は祭 事 具 の一 つ と して 同 じ もので も使 い

方 に よ って 二 通 りあ り,帽 子 や 腰 帯 に 紐 で つ な いで 体 の 動

きで 音 を 出す 場合 と鐘 の頂 上 につ け られ た柄 を もって 振 り

鳴 らす 場 合 に 分 け られ る。 タ ンベ ル マ族 の少 女 が イニ シエ

ー シ ョ ン期 間 に体 に つ け て鳴 らす 鐘 は前 者 の使 い方 で(写

真9),音 を 出 す装 身 具 の カ テ ゴ リー に入 るが,葬 送 の挽

歌 を歌 いな が ら鐘 を打 ち鳴 らす の は 明 らか に後 者 の楽 器 に

分 類 され る使 い方 で あ る。 ただ し,現 在,使 用 され て い る

鐘 は ロ ー カル な鍛 冶屋 の製 作 と は考 え られ な い。 材質 が 真

鍮 製 で 完 全 な チ ャペル の 形 に 作 られ て い るか らで あ る。 伝

統 的 な鐘 はむ しろ フ レー リッ ヒが 描 画 した コ ンコ ンバ族 の

鉄 製 ゴ ング状 の もの と思 わ れ る(図30)。 カス タ ネ ッ トと
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写真9 成女式 の装身具,帽 子の左右につ るされた鈴に注意

同じように指輪を用い,外 側から鳴らすもので,

頂上に柄 はなく,鎖 がついているのが注 目され

る。おそらくタンベルマ族も伝統的には同様な

鐘を所持 していたと思われるが,調 査段階では

そうした形状の鐘が確認できなかった。

図30 コ ン コ ンバ 族 の 鐘

    [FROELICH  1954】 よ り

6) そ の 他

ほかにも,伝 統的な鉄具で消滅してしまったものがあると考え られるが,ま だ女性

(たいがい老婆)の 管理によって現に使用されている出産時の刃物として,へ その緒

切り(写 真10)が ある。 くつべら状

の形態で一方に鋭利な刀が付けられ

ている。この刃物は,身 体に傷痕を 図31
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施すためにも用い られている。特殊な用途から女

性の部屋に保管されている唯一の鉄製品である。

 同様に,ま だ消滅 してはいないが,使 用者が老

人に限られているものに伝統的な煙管がある(図

31)。 土製の雁首,竹 の羅宇そして吸い口か ら成

り立 っており,雁 首と羅宇の接続,吸 い口と羅宇

の接続そして吸い口そのものに鉄あるいはアル ミ

銅などが使用されている。

写真leへ その緒切 り

5.鍛 冶 師 と鉄製品

 以上述べてきたさまざまな鉄製品は,す べて伝統的にローカルな鍛冶師によって製

作されてきた。鍛冶師は北部諸族それぞれ別個に存在 し,そ の起源,性 格,権 威など

に関 して部族 ごとに特徴がある他,鍛 冶技術にも微妙な相違がみられる。ただ現段階

では,ま だ,北 部諸族の鍛冶業について充分な調査データが集まっていないのでタン

ベルマ族の鍛冶師を通 して北部諸族の鍛冶師の諸特性 と鉄製品との関係を明らかにし

てみたい。

 まず,鍛 冶師が特殊な職人集団を構成 していることは一般にもよく知られており,

その起源はたいがい神話などによって裏付けされている。カブレ族では,天 空か ら降

下した最初の人類は猟師であると同時に農夫であったといわれている。彼は鍛と鍬を

つくることを知っており,出 生 した子どもが成長 し,結 婚 したとき,鍛 冶師クランが

創設されたと伝承のなかで うたわれている[VERDIER I982:192]。

 カブレ族には現在 レフテ(Lehute)と クピンジャオデェ(・ゆ吻ωd8)と いう二つの鍛

冶師クランが存在する。鍛冶師の人数はそれほど多 くはなく,主としてチ ァレ(Tcha-

re),ヤ デ(Yade),ピ ヤ(Piya),チ チァウ(Tchitchau)に 住んでいる。鍛冶小屋には

二筒式ふいごが設置され,通 常,子 どもが交互に革袋を圧縮することにより送風し,

炭火をおこして鉄に熱を加え,加 工にとりかかる。石のうえにおかれた真 っ赤に焼け

た金属は打撃を加えられ,必 要な形に整えられてい く。カブレ族の製作 した鉄製品の

なかでは,鍬 と包丁の評判が高く,北 部 トーゴにとどまらずベニンやガーナに輸出さ

れていった。
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写真11砦 形住居の敷地 内にたて られている鍛冶小屋

写真12ふ いごに用 いる皮袋を製作 して

    いる

写真13土 製ふい ごで炭火をお こし,鉄 を燃

    して装身具をつ くるところ
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 タンベルマ族の鍛冶師もまた二筒式ふいごを使用している。カブレ族のように鍛冶

師クランは存在 しないが,鍛 冶小屋はコマ トーク(koumatoorkou)と いい,外 壁が円筒

形(内 径約2.25m)で,円 錐形の草葺屋根をのせ,た いてい,砦 形住居の前庭の一角

にたてられている(写 真11)。入 り口に立つと手前の地面にテコの石台が置いてある。

石台のまえは木炭を燃やす炉になっていて,直 前に小さな送風孔が開いている。送風

孔は埋蔵された左右二個の土製パイプが一つに集合 したもので,背 後に革袋を操作す

る半球形の送風装置が作られている。皮袋といって も,正 確には細い棒の先端に傘の

ようにヤギ皮を結びつけ(写 真12),そ れを裏返 して 半球形の丸 く盛り上げた土まん

じゅうの中に半分埋め込まれた送風土管にかぶせるのである。送風は半球形の盛 り土

のうえに乗った鍛冶師の子供が棒を両手に持ち左右交互に上下することによって操作

される(図32)。 こうした備え付けの送風装置は西スーダン各地にみ られるものでパ

レオ ・スーダン文化に基礎があるように思われる。

 現在,タ ンベルマ族のなかにどのくらい鍛冶師がいるのか人数はまったく把握でき

ないが,筆 者が調査 している人口6,404人(成 人のみ)の ワルテマ地区には一軒の鍛

冶屋が存在する。だが,農 業のかたわら乾季の副業 として鍛冶業が行われており,首

飾 り,腕 輪,指 輪のような小さな装身具が製作されているだけで(写 真13),鍬 をは

図32鍛 冶小屋 の構造 と皮袋のつ くり方

621



国立民族学博物館研究報告別冊  12号

じあ農耕に必要な鉄製用具は隣接するソンバ族やカブレ族から輸入 している。タンベ

ルマ族は昔から実用的な鍛冶業は東タンベルマと呼ばれるソンバ族に依存していたの

である。 西タ ンベルマの伝承によると,「 われわれの祖先は鉄で装身具を製作するだ

けで,鍬 のような生産具を作 らなかった」という。それ故,鍬 は他部族から輸入する

のが しきたりになっていて,現 在もその伝統を忠実に守っている。

 鍛冶師はタンベルマ語で 「オマタ」(Omata)と いい,す べて男である。 maは 創造

するという意味の語幹である。神話によると,タ ンベルマ族の鍛冶師は 「タウォンタ」

(tazvante)と呼ばれるi冷羊に起源があり,と りわけ,ダ イカー(duikcr)に 結びついて

いる。この動物は鈴羊のうちでも体躯が小さいが,抜 群の透視力をもつといわれてい

る。 神クウィエ(1(o吻8)が 粘土から人間を形作 り,鉄 鉱石から鈴羊を創 り出したと

き,最 初の溶鉱炉は鈴羊に所属し,鉄 が独占的な贈物となった。i冷羊は足で高炉に火

をともす ことができるといわれている。実際,玲 羊が岩だなを駆けるとき,あ たかも

ひづめから放射するように火花が飛び上がるのが見える。そして,も し,人 間が千里

眼の持ち主なら,森 の中に入ると,i冷羊の溶鉱炉が見えるという。鈴羊は自分自身の

ために装身具,武 器,護 身薬をつくっている。鍛冶業で製作された薬が矢を呑み込み,

鈴羊を守 ってくれる。狩猟で殺されたときは,玲 羊自身が困難な森の生活にいやにな

り,こ とさら自身で死を招き,人 間の家で快適な暮らしをしたいと希望 したと解釈さ

れている。解体された内臓を取り出すと,不 消化な鉄鉱石がみつかるといわれる。

 このように,猟 師に仕留められた鈴羊の霊は,彼 の家に棲み着 き,森 に棲んでいた

ときと同じように鍛冶業を続けるためにふいごをつくってくれるように夢で要望する。

通常,火 事の夢 はi冷羊のせいだと占い師に判断される。 また家族の誰かに火傷を負

わせて自分の願いを伝えることもある。そのほかにも鈴羊のせいで家族が不幸なめに

合 うこともある。家族はそうした怪我や火傷を治療するには占い師の指示に したがっ

て鍛冶師か ら特別な取り計らいを受けなければならない。その1つ は,鍛 冶師の権利

を買 うことであ り,そ の2は,火 傷などの傷が癒えたもの(年 齢的に適切でないとき

は家族の別な構成員)が 精錬技術を学ぶために鍛冶師に弟子入りすることである。修

業が終わ ると,鍛 冶師と鈴羊がスポンサーになり,自 分の敷地内に鍛冶小屋が建てら

れ,中 にふいごが作 られる。以後,新 しく出生 した子供たちは玲羊の保護を受け,健

康に育つといわれている。故に,タ ンベルマ族が身に着けている鉄製装身具は,玲 羊

のさまざまな部位がデザインされていて,こ の動物との霊的な結び付 きが象徴化され

ている。

 鈴羊は家族の守護者である。鍛冶小屋のなかの土のマウンドは聖なる祠であり、鍛
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冶業の本祖,玲 羊の霊を祀るために建てられたのである。 したがって,鍛 冶小屋があ

つても祠 として鈴羊を祀 った象徴的建築物であり8》,必 ずしも鍛冶業を行なっている

とはかぎらない。タンベルマ族の場合,鍛 冶業は農耕ではなく狩猟に結びついていた

のである。タンベルマ族がカブレ族の製作 した高価な鍬を購入するのは,少 なくとも

西タンベルマ地方では鍛冶師が農具を製作 しなか ったか らである。言いかえると,タ

ンベルマ族の鍛冶師は鈴羊によって引き起 こされた病気の治療師であり,鍛 冶小屋の

壼のなかには治療のための呪薬(草 や根)が 常備されている。装身具の製作も冶療行

為の一環である。たとえば,最 も頻繁にみられる二重渦巻 き形のデザインは下痢にか

かった子どもの装身具である。また,病 気治療のほかには子どもの誕生と名づけにち

なんで製作される鉄製装身具もある。さらに,蛇 に似せた渦巻きの腕輪は成人式 リフ

ォニ(Lの ηの の祭司の上腕にはめるために製作された特別な装身具である。

 このように,タ ンベルマ族の鍛冶師が製作する鉄製品が装身具に限定されているの

は,神 話を背景に治療と儀礼に結びついた鍛冶師の伝統が生活の深部まで強 く浸透 し

ているからである。

6.結  語

 以上述べてきたとおり,ト ーゴ北部の歴史は鉄生産と鍛冶業を抜きに して正確な理

解を得ることができない。鉄は,主 としてバ ッサ リ山中に居住するビ ・チャンベ族に

よって生産されたが,鍛 冶師は北部諸族すべてに存在し,各 種の鉄生産が製作されて

きた。とりわけ,ギ ニヤ森林部(ガ ーナ南部,ベ ニンや トーゴの南部)や ボルタ平原

地方(ガ ーナ北部)に 諸王国が勃興すると,種 類も多 くなり,量 産されるようになっ

た。

 武器を作るには良質な鉄が必要である。バ ッサ リ産の粗鉄は精錬 されて鋼になり,

武器類の原料になった。アフリカでは鋼が生産されなかったとするラーゲルクランッ

の考え方はわたしは採 らない[LARGERCRANTS l954]。 現存するアフリカの武器は,

たぶんアフリカの鋼で製作されたものと思われる。武器は軍事装備としてある程度の

数を備えなければ意味をなさない。 ヨーロッパか ら輸入された鋼鉄は高価で,貧 困な

パレオニグリティック山地民が簡単に購入できたはずがない。ちなみに,製 品化され

8)「 玲羊の皮」は、 内部の仕切 り壁に刻 まれたデザイ ンによって表現 される。「その肺 と呼吸」

は,中 央部の通風孔パイプか ら下部 に空気が送 り出され る半球形 の土製装 置。 「鼻」 は鍛冶作

業で火 のつ く穴 であ る。「ペニス」 は中央部の通 風孔 。「睾丸」は空気に満 たされた動物皮のふ

いご。「尾」は2筒 式ふいごのハ ン ドル部分で表 わされる[BLIER 1984:60]。
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た 鉄 は 次 の よ うな 市 場 価 格 で 取 り引 きされ て い た。 大 きな斧1==宝 貝2000個
,小 さ な

斧1一 宝 貝1000個,大 きな 鍬10 一大 きな羊1頭,小 さ な鍬5一 小 ヤ ギ1頭,斧 の刃1

一宝 貝400個
・ 包 丁1一 宝 貝50～100個,鉄 製 環(直 径40 cm)=宝 貝4000個[MERcIER

1968:325]。 ア タ コ ラ 山地 や モ ノ河 流域 に分 布 して い た 山地 民 や河 辺 民 は1～2日 行

程 の位 置 にあ るバ ッサ リや カ ソー カ ノか ら比較 的安 い ロ ーカ ル な鉄 を買 い付 け,鋼 に

精 錬 して 武 器 や農 具 を製 作 して い た。

 しか しな が ら,山 地 民 と河 辺 民 との あ い だ に は相 互 に 経 済 的 な交 流が あ り、 作 られ

た鉄 製 品 に もか な りの共 通 性 が見 られ る。 た だ、 タ ンベル マ族 の鍛 冶 師 が装 身 具 しか

製 作 しな か った よ うに,鍛 冶 師 の仕 事 に は部 族 ご との ロ ーカ ル色 があ り,互 い に不 足

な もの を 補 うた め に部 族 を越 え て 鉄製 品 の売 買 が行 な わ れ て い た。 カ ビエ族 の 鍛 冶職

人 た ち は鍬 や 斧 そ の他 の農 具 類 を持 参 し,年 に一 度,西 タ ンベル マ 地 方 を 巡回 し、 家

畜 と交 換 して い る。 中央 集 権 的 な王 国支 配 か ら逃 れ て い た 山地 民 や 河辺 民 はパ レオ ニ

グ リテ ィ ック な伝 統 の うえ に生 活 して お り,鍛 冶 師 こそ 土地 の支 配 者 で あ った。

 こ う して,ト ー ゴ北 部 諸族 は王 都 ソ コデを 中心 に生 活 して い る コ トコ リ族 を の ぞ く

と,イ ス ラム文 化 の 影 響 は稀 薄 で あ る。 つ ま り,ソ コデ以 北 の鉄 器 文 化 はパ レオニ グ

リテ ィ ック の製鉄 と鍛 冶 を 中 心 に展 開 して きた の で あ り,共 通 の 技 術 体系 が見 られ る

の で あ る。 それ は,軍 事 技 術 と して は鉄 砲 に 及 ば な か っ た が,伝 統 技 術 と して は高 度

な発 達 段 階 に あ った こ とは確 かで あ る。
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